
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

学校だより 

しもはら 号 外 

R８年３月２３日発行 

２月末、５年生が「学習環境をもっと良くしたい」と、シャープペンシルの使用につ

いて提案をしてくれました。理由やルール案まで自分たちで考え、学校は３週間の試行

期間を実施しました。終了後、自由記述アンケートでは、半数強が使用を希望、残りは

どちらでもよい・反対という結果でした。反対や迷いの声には、故障や芯をこぼすこと

で学習が中断されたこと、ふり回す・つつくなどの不適切な扱いでいやな思いをしたこ

とが具体的に寄せられました。 

 ここからが、５年生の真価でした。アンケート結果をもとに行った話し合いでは、

「管理できない子がいるから全員が使えないのはおかしい」という思いを出しつつ、問

題を“シャープペンだけ”の話から“文房具の使い方全体”へと捉え直しました。具体

から抽象へ考えを高め、「では、みんなが安心して学べるようにどうするか」と視点を

転じたのです。 

 そしてたどり着いた答えが、 

「お互いに注意する。それでも直らなかったら、また話し合う。」 

誰かに任せきりにせず、まずは自分たちで関係を保ち、やり直す。これまで“困ったら

先生に言う”が当たり前だった子どもたちが、自分たちで解決しようとする一歩を踏み

出しました。大人を否定せず、必要なときは頼りつつ、まずは自分たちで――その姿

に、大きな成長を感じます。 

 今回の取組で得た学びは、道具の扱いにとどまりません。自分の学びと安全を大切に

し、友達の学びと安全も同じように大切にするという態度です。これは、今年度の「み

んなでわくわく」にも直結する、かけがえのない力です。 

 ４月から５年生は最上級生。学級みんなで切り開いたこの経験を胸に、自分たちの手

でより良い生活をつくる６年生として、大きく羽ばたいてくれることを心から期待して

います。 

 （シャープペンの使用については、子どもたちの話し合いから出た課題をもとに、使

用上の注意等を明確にしてからの実施となります。） 

 

 

文責 

校長：森山 泉恵 

５年生の提案がひらいた、みんなで生活をより良くする道 
～「シャープペンの可否」から「自分たちで解決する力へ」～ 

「シャープペンの可否」から「自分たちで解決する力」へ「シャープペンの可否」から「自分たちで解決する
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